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―― 内容紹介内容紹介 ――

身近な消費者と法の問題を
豊富な図表とともに
やさしく解説。

「消費者法」「消費生活論」
「消費者教育論」などの
授業に最適。

消費生活 法律と

18歳成人に対応！
大学生の
消費者問題の
基礎を学ぶ

最新テキスト！
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１章　消費社会の現状と問題を考える
【内容】1．豊かな社会に生きる私たち／　2．経済体制と法原理／　3．豊かな社会の課題　
　　　  4．消費者の置かれている立場／　5．消費者の特徴を考える
現代日本は豊かな社会と言われています。大学生をとりまくその社会について、経済体制や法原理、
豊かな社会の課題、消費者とは何かについて考えていきます。

２章　豊かな社会と消費者の権利とは？
【内容】1．消費者問題とは何か／　2．消費者問題の発生要因／　3．消費者問題に対する対応
　　　  4．消費者の権利を考える／　5．日本での消費者の権利規定
「消費者問題」とはよく耳にする言葉ですが、どういう意味なのでしょうか。そもそも消費者はどん
な権利を持っているのでしょうか？　大学生が知っておきたい基本をまずは学んでいきます。

３章　法律は消費者を守ってくれない？
【内容】1.　民法では消費者は守られないのか？／　2．法体系のなかの消費者法　
　　　  3．消費者法とはどういう法律？／　4．消費者の権利・利益を守るために目指すもの

民法、憲法といった「六法」と呼ばれる法律はよく知られています。しかし消費者法という法律（分
野）は知っているでしょうか。第Ⅱ部以下を勉強する前にここで消費者と法律について考えます。

４章　市場の競争にルールがなかったら？
【内容】1．市場に必要な条件とは／　2．独占禁止法の役割／　3．景品表示法の役割
　　  4.　公正競争規約／　5．適切な選択情報を提供するための法律／　6.　公共料金規制
市場経済では公正な競争状態を維持することが必要となります。しかし公正な競争とは何でしょう
か。独禁法、そして景品表示法という法律の役割や、公共料金規制の問題などを考えます。

５章　この契約おかしい気がする… ～不当な契約と消費者～
【内容】1.　消費者はそもそもなぜ不当な契約を締結するのか／　2．クーリング・オフ　
　　　  3.　消費者契約法／　4．「消費者団体訴訟制度」の活用／　5．民法改正による消費者保護の充実
第Ⅱ部から第V部は具体的な各論。不当な契約から消費者である大学生が守られるにはどういった
方策が考えられるでしょうか？　クーリング・オフやその基本となる法律について学んでいきます。

６章　解約したいけど大丈夫？～様々な販売形態と法律～
【内容】1．無店舗販売（特殊販売）の増加／　2．特定商取引法（旧・訪問販売法）の制定と改正
　　　  3．特商法の規制する取引類型と適用商品等／　4．特定商取引法の規制概要／　5．トラブル事例
訪問販売、通信販売、電話勧誘販売…これらの販売形態を総称して無店舗販売あるいは特殊販売と言
います。これらの販売の具体的なトラブル事例を挙げながら特定商取引法という法律を学びます。

７章　リボ払いは便利？～借金とクレジット～
【内容】1．私たちの生活と借金／　2．金利の実際の意味を知らない日本人／　3．借主の種類と金利の制限
　　　  4．銀行の住宅ローンを考える／　5．クレジットの手軽さと危険性／　6．個人情報の収集
 大学生も実は借金とは無縁ではありません。今後の生活を送る上でも不可欠な知識である金利の意味、
住宅ローンの問題、そしてクレジットカードに潜む危険性などの問題を考えていきます。

８章　格安をうたうスマホのからくり ～ネット社会と消費者～
【内容】１．ネット社会の進展とトラブル／　２．通信契約等をめぐるトラブル
昨今の IT技術の急速な発達によって、現在インターネットを通じたモノの購入は普通に行われてい
ます。ここではスマートフォンの購入をはじめ、インターネット取引で生じるトラブル等を学びます。
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９章　同級生はセレブらしい… ～もうけ話と消費者～
【内容】1．もうける（儲ける）とはどういうことか？／　2．アルバイトでないアルバイトに注意！
　　　  3．マルチ商法等に注意／　4．投資・詐欺的投資勧誘／　5．近年の投資詐欺
大学生には高額の投資話などは無縁かも知れません。しかしマルチ商法は決して無縁ではありません。
身の回りにある「もうけ話」、将来被害者になるかもしれない詐欺などに対する知識を身に付けます。

10章　キレイになりたい！の罠 ～サービスと消費者～
【内容】1．サービス化社会と消費者／　2．約款の重要性と消費保護の仕組み　
　　　  3．営業の自由と公共の福祉／　4．分野ごとの約款の規制／　5．継続的なサービス提供の健全化
　　　  6．美容医療を中心とした自由診療トラブル／　7．安いものには訳がある
豊かになるほど、旅行、習い事や美容など、サービスにお金を使う傾向にあります。このサービスの
内容を定めるのは契約です。契約内容を定める「約款」や、サービスとは何かについて考えます。

11章　テレビが火をふいた！～安全と消費者～
【内容】1．見えないところで制度はたくさんある／　2．消費者事故情報の収集・公表など
　　　  3．消費者被害救済の民法の法理～製造物責任法（PL 法）制定の背景
　　　  4．製造物責任法（PL 法）による製品被害救済／　5．他の主な安全にかかわる消費者法制
安全である権利は私たち消費者にとって非常に重要です。例えば、製品事故の被害者はどのように救
済されるのでしょうか。製造物責任法と呼ばれる法律を中心にこの「安全」について学びます。

12章　リスクゼロの食品はない？～食の安全と安心～
【内容】1．食の安全・安心／　2．食品の危害要因／　3．食品の安全を守る仕組み
　　　  4．食の安全と表示／　5．健康食品／　6．消費者の関心が高い主な制度
食品は毎日、直接口に入れるものです。身体的被害が出やすい「食の安全」は、安全である権利の
中でも特に重要です。安全の仕組みや食の表示の問題、健康食品の問題などを各論の最後に扱います。

13章　消費者と行政の関係を考える
【内容】1．行政の役割／　2．消費者行政改変の歴史／　3．消費者行政の体系と国の主な機関　
　　　  4．自治体の消費者行政
行政と消費者、行政と事業者はどのような関係にあるのでしょうか。そもそもの行政の役割や、消
費者委員会や消費者庁といった国の行政機関、地方自治体の行政などについて学びます。

14章　消費者運動と企業の責任
【内容】１．消費者運動／　２．企業の責任を考える

大企業が消費者を圧倒するようになってきている今日、消費者も自らを組織して企業に対する対抗
力を身につけ自衛を図ることが重要です。これまでの消費者運動や企業の責任というものを考えます。

15章　消費者の責任を考える
【内容】1．「賢い消費者」であるために／　2．消費者教育が目指すもの／　3．消費者教育の体系
　　　  4．学校における消費者教育／　5．生涯教育としての消費者教育
　　　  6．消費者市民教育～権利の自覚から責任の自覚へ

消費者教育はなぜ必要なのでしょうか。豊かな生活の裏で起こっていることに思いを馳せながら、消
費者教育の目的やその意味を考え、自身の権利の自覚と責任の自分に目を向けて考えていきます。
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内容見本
各章は「すべて6頁」構成。各回授業を進めやすい構成。
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より詳細な専門的な知識は脇に付した注で解説。
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全体にイラスト、図を多用しながら、視覚的理解を。
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陥りやすいトラブル事例を具体的に説明。
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難しい法律用語にはルビを付して読みやすく。
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役立つ知識、関連する知識をコラムページで解説。
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『消費者教育事典』（共著〈加藤一郎・宇野政雄 監修〉・有斐閣・1998 年）

［本書「はじめに」から］

本書は大学生向けの消費生活関連の法律の解説書として 2018 年 9 月に刊行しました。それ
から約 5 年が経ち、その間に民法、消費者関連法の改正がかなり行われたので、内容を一新し
て第 2 版として刊行することとしました。
　民法改正で 18 歳成人となり、ますます若者の消費者教育・法教育が重要となるなかで、そ
れにふさわしいテキストが必要と考えました。タイトルを「消費生活と法律」とし、「消費者法」
としなかったのは、法律の紹介や解釈を中心にするのではなく、私たちの毎日の消費生活を法
的視点からみたときの特徴や問題点について考える機会を持ってほしいと考えたからです。
　筆者は 2004 年から日本女子大学家政学部で「消費生活論」の講義を行ってきました。また、
兼任講師として、お茶の水女子大学生活科学部で「消費者教育論」、立教大学法学部で「消費者法」
の講義やゼミを担当してきました。消費者としての自覚を持ち、自らの権利を意識し、その侵
害があったならば行動する消費者になり、またそうした消費者の存在が、より良い社会の実現
につながることを理解してもらうことに苦心してきました。
　本書は法学部の法律関連科目としての消費者法のテキストとしてだけでなく、広く、消費生
活の在り方を考える教養科目や家政学部等での消費者関連科目のテキストとしても活用できる
内容としました。
　本文は 6 部 15 章から構成されています。Ⅰ部では 4 つの章を使って現代の消費生活の歴史
と特徴、そこでの社会問題について説明しました。
　Ⅱ部からⅤ部は分野別の各論で 8 章から成っています。ここは消費者法の解説にあたります
が、消費者法は多岐にわたり、到底このスペースですべてを網羅することができません。ここ
で欲張って記載すると、単に情報の網羅になってしまいます。多くの消費者法のテキストの筆
者が一番悩むところと思います。本書では大学生向けテキストですので、欲張らず、重要な消
費者法を理解してもらうことを最優先して、最近の消費者トラブル事例と関連する消費者法を
簡潔に紹介し、代わりに、注釈でより深く解説し、単なるハウツウものにしない工夫をしました。
　Ⅵ部では、大学生が消費者としての権利を自覚し、行動することに加え、消費者市民として、
自らの行動が社会に与える影響を考え、より良い社会の実現に向けて努力し、また、卒業後は
企業市民として行動できる人間であってもらいたいという思いを込め、3 章で構成しました。
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大学、専門学校、
高等専門学校など

採用校多数

◇「生活の知恵」としての法律を、様々なライフステー
ジに分けて解説。

◇ 詳細な知識・用語については本文脇の注で説明、
またイラストや図表もふんだんに駆使。

◇「法学」や初年次教育の授業に最適。

細川幸一（日本女子大学教授）著
生活のなかの法律新版


